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報告の内容

•ルール・ガイドライン整備チームの活動・計画
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1 チームの推進⽬的と体制

2 データガバナンスと機械可読データ

3 スタートアップ⽀援

4 まとめと今後（波及に向けた取組）



⼤学の研究データ管理（RDM）
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構成員が安全かつ効率よく研究し⼤学の研究⼒を⾼める仕組み
（＝研究データガバナンス）

ｌ

収集

記録

⽣成

保管解析
共有

公開

活⽤

データ基盤
・システム

ルール・
ガイドライン

⼤学が提供する基盤
で構成員がRDMを推進今後

現状 研究者/研究Gr が設けた基盤
でRDMを推進



⼤学の研究データ管理︓政策の動向
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統合イノベーション戦略推進会議
データポリシー策定

機関リポジトリへのデータ収載

データ⼈材・⽀援体制の整備

信頼性の⾼いデータストレージの提供

科研費令和６年度交付分

DMPの作成（2024〜）
G7 科学技術⼤⾂会合
即時OA（2025〜）

第6期科学技術・イノベー
ション基本計画（2021）

公的資⾦による研究データ
の管理・利活⽤に関する
基本的な考え⽅（2021）

公的資⾦による学術論⽂等の
オープンアクセスの実現に向けた

基本的な考え⽅（2023）

JPSPの事業における研究
データの取扱いに関する

基本⽅針（2023)



研究データエコシステム構築事業
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あああ策定・基準化
事例の体系化

展開・普及
推進⽀援

https://www.nii.ac.jp/creded/project.html



スタートアップ⽀援事業

6https://www.nii.ac.jp/creded/start-up.html



チーム活動の⽬的と実施項⽬
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データ
ガバナンス
の構築

データポリシー
・ガイドライン

データポリシー策定の⽅法論
管理・公開・利活⽤ガイドライン

ガバナンス機能
（システム、DMP）

DMP標準項⽬の整理
RDM推進のための啓発活動

機械可読
データ
の標準化

研究データ公開
（リポジトリ）

機関リポジトリへのデータ登録要項
研究データ登録⽀援サイト

メタデータ作成
（汎⽤/分野別）

PID国際動向の調査
分野別メタデータの⾃動変換

スタート
アップ
の⽀援

コンソーシアム形成
（⼤学連携の体制）

研究データエコ東海コンソーシアム
セミナーと情報交換会の開催

RDM推進の⽀援
（⽀援チームの派遣）

ポリシー策定⽀援
アンケート実施・分析⽀援



チーム推進体制
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研究戦略・社会連携分科会
分科会⻑︓研究担当副総⻑

学術データ基盤整備部会
主査︓情報担当副総⻑

附属図書館
電⼦リソースグループ

研究協⼒部 医学部
メディカルITセンター

学術・産連本部
リスク管理部⾨

学術データ基盤整備ワーキンググループ

展開

研究データエコシステム構築事業
ルール・ガイドライン整備チーム

リーダ︓情報担当副総⻑

機械可読
データ標準化

データ
ガバナンス

データ
リスク

データ
評価

情報連携推進本部

IR戦略室

データ
保管

データ
計画

（協⼒）
宇宙地球環境
研究所

（協⼒）
糖鎖⽣命コア
研究所

中核機関

連絡 展開

スタートアップ⽀援

研究
公正



名古屋⼤学における啓発活動

• RDM Webサイト（https://rdm.nagoya-u.ac.jp）
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データポリシーの策定の現状
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国内⼤学の研究データポリシー（⼀覧）より
AXIES-JPCOAR 研究データ連絡会

https://sites.google.com/view/axies-jpcoar/
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データポリシーを策定した⼤学（2020/3〜2024/9）

66 校

2025年までに
データポリシー策定

データエコ事業
スタート



策定された研究データポリシー
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【事例】名古屋⼤学学術データポリシー [2020.10承認]

• ポリシーの構成と⾻⼦︓

http://www.icts.nagoya-u.ac.jp/ja/datapolicy/

⽬的 定義 管理主体

研究者責務 ⼤学責務

主体は研究者

研究者の⽀援
適切な取扱い

⼤学の研究データガバナンスの構築の観点からみて
現⾏ポリシーの実効性は⼗分でない



研究データポリシー検討WG

• NII 研究データポリシー（https://rcos.nii.ac.jp/service/datapolicy/)
を活⽤し⼤学のポリシー策定を進めるためのWG
• 【参加機関】弘前⼤，東北⼤，帝京⼤，NII，⾦沢⼤，名⼤、
核融合研，名⼤，滋賀⼤，広島⼤，徳島⼤，琉球⼤（11機関）
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https://www.nii.ac.jp/openforum/2024/day2_rcos-datagovernance.html



学術機関の研究データガバナンス構築に向けて

• 研究データ管理における⼤学の主体的な役割を定めた
実効性のあるポリシーとそれを⽀える基盤システムとは

14



データポリシー からガイドライン へ
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ポリシー・
ガイドラインの関係

基本⽅針
（考え⽅）

実施⽅針
（実施項⽬）

実施⼿順など

ポリシー

ガイドライン

１．データポリシー（基本⽅針）策定の⽅法論を提供
２．基本⽅針と整合したデータポリシー（実施⽅針）を策定
３．上記ポリシーに基づき研究データ取扱いガイドラインを策定

※ポリシー・ガイドライン整備のモデルとして学外に展開

ポリシー
の深化

研究データガバナンスの強化のための
データポリシー策定の戦略（2024年度）



研究データガバナンスの強化
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• ガイドラインの整備でフォーカス
するデータガバナンスの要素

• 研究データサイクルの
『出⼝』から

• 活動が外から⾒えやすい
• 研究者と⼤学の⾏動の曖昧性が相対的に⼩さい

研究公正の施策の実効性（保管）
• 研究の正当性の説明のために（研究者を守る⾏為）

オープンアクセスの推進（公開）

• 即時オープンアクセスの義務化に向けて（研究の評価を⾼める⾏為）

収集

記録

⽣成

解析保管
共有

公開

活⽤



AXIES（⼤学ICT推進協議会）を通じた普及
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学術機関における研究データ管理に関する提⾔
2019年度

⼤学における研究データ管理に関する
アンケート（雛形）2020年度

⼤学における研究データポリシー策定
のためのガイドライン 2021年度

教材「情報基盤スタッフ向けの研究データ
マネジメント」2022年度

体制整備
データ
ポリシー

データ基盤 DMP
コア

ファシリティ

• ポリシー・ガイドライン
• ガバナンス機能と利⽤法

AXIESを通じた
全国展開（2023年度〜）

研究データマネジメント部会（RDM部会）
https://rdm.axies.jp/sig/24/



RDM 事例の記録と共有

•講演会などのイベント開催

（課題）
• 必要な⼈が必要な時に参加できない
• スライドや動画からの情報⼊⼿の限界

【企画】

• 講演内容を原稿にして寄稿
• 『情報の科学と技術』（⽉刊誌）
• AXIES RDM部会が主導

RDMの先⾏事例に関してまとまった情報をいつでも参照可能
18

（⼀社）情報科学技術協会
https://www.infosta.or.jp/jour

nal-top/



企画の現在地と今後

• 2024.10 掲載開始

• Vol. 74, No. 10, pp. 429-434
• https://doi.org/10.18919/jkg.74.10_429

• 機関リポジトリの運営体制
• 研究データの登録要項（論⽂付随・データ単体）
• 研究データ利活⽤の促進に向けて

•毎号１記事を「事例報告」として寄稿（※終了未定）
19



機械可読データの標準化に向けて

•学術情報に関わる永続的識別⼦（PID）の動向調査
（https://nagoya.repo.nii.ac.jp/records/2011546）

20



永続的識別⼦（PID）を⽤いた標準化
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•研究データに関連する対象に PID を付番
• PID に紐づいた属性をメタデータに付与
• PID を介した研究データの関係性の共有

•標準化による学術データ流通のエコシステム化
• 関係者間のネットワーク形成
• 利活⽤事例の蓄積と共有

研究データ
DOI, …

論⽂
DOI, …

研究者
ORCID, …

機関
ROR, …

資料
ID

機器/装置
ID
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コンソーシアム形成の⽬的
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【⽬的】
東海地域の学術機関が連携し
研究データエコシステムの
整備、普及、利⽤促進

会員機関の懇談会開催

セミナーの開催

⽀援チームの派遣

RDM資源の共⽤

成果の全国展開・普及



コンソーシアムの運営体制

24

【会員】※東海地域に限定しません
•正会員︓⼤学・研究所等の機関
•準会員︓上記機関に属する部署

【活動期間】
• 2023年度〜2026年度

【会費】不要

会⻑
（会⻑機関代表者）

総会
（正会員/準会員）

運営会議
（会員から選任）

事務局
（名古屋⼤学）

【運営体制】

• 成果の集約と計画（予算を含む）の⽴案
• 正会員または準会員から選任

• 成果と計画の承認
• 総会で議決権を⾏使



コンソーシアムの構成
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•会員機関︓ 26 機関/部署（2024.09現在）

公⽴⼤ 15％，私⽴⼤ 38 ％

短期⼤学 3 校



コンソーシアム活動（１）︓セミナー開催
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•セミナーの定期開催

会員向けセミナー主催
•第1回セミナー（12/6）政策・海外動向
• オープンサイエンスの潮流
• 研究データエコシステム構築事業とNII RDC

•第2回セミナー（3/21）ポリシー・ガイドライン
• 個⼈データなどの研究データの法と倫理
• データポリシー策定の勘所

•第3回セミナー（6/7）機関リポジトリ
• 名古屋⼤学学術機関リポジトリの運⽤
• メタデータ変換と機関リポジトリへの登録

•第4回セミナー（9/10）DMP
• DMP作成⽀援ツール
• RDMの取り組みとDMP作成⽀援

知識・ノウハウ
の獲得



コンソーシアム活動（２）︓推進⽀援
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•チーム派遣による推進⽀援
1. データポリシーの策定⽀援
• ⽀援チームが策定過程を伴⾛
• 既存ポリシーの調査と活⽤
• 策定後に向けた⾏動計画の草案
2023〜2024年度︓6 機関

2. 講師の派遣
• 会員機関が主催するFDなど講演会に講師を派遣
2023〜2024年度︓3 機関

3. 構成員の実態調査・分析⽀援
• AXIES 雛形を⽤いた学内アンケートの実施・分析⽀援
2023〜2024年度︓3 機関

ポリシーの分析と利活⽤

⼈材・成果の
共有



データポリシーの策定⽀援

•会員機関の整備状況に基づき実施
•タイプⅠ）データポリシー（基本⽅針）
•タイプⅡ）データポリシー（実施⽅針）or ガイドライン

•⽀援期間（約 3か⽉）で
「ポリシーの策定」から「⾏動計画案」までの作成を⽀援
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3か⽉⽬2か⽉⽬1か⽉⽬準備期間項⽬#

事前準備1

ヒヤリング
意⾒交換など2

研究データポリ
シー案などの整理3

ポリシー案の
策定過程の記録4

⽀援対象の選定
作成⽀援の準備

１ ２ ３ ４

アーカイブ作業

ポリシー案・⾏動計画案・検討資料等の作成



コンソーシアム活動（３）︓課題の共有
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•会員機関間の情報共有

情報交換会の定期開催
•第1回情報交換会（3/21）
•第2回情報交換会（6/7）
•⽀援事業の実施機関の事例共有（2機関）

•第3回情報交換会（9/10）

•トピック
• 会員機関の実施体制・整備状況
• ポリシー策定の進⾏状況
• 会員機関からの質疑応答
• コンソーシアムへの要望、
など

機関の課題と
解決策を議論
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（まとめ）波及効果につながる取組み

1. 研究データガバナンスの構築
• ルール・ガイドラインの策定と公開に向けて

（ポリシー（実施⽅針）,  ガイドライン）
• データポリシー（基本⽅針/実施⽅針）作成の普及

（データポリシー検討WG）（NIIオープンフォーラム2024)
• セミナー等での講演内容を事例報告として寄稿

（AXIES RDM部会との連携）

2. 機械可読データの標準化
• PID エコシステムに関する国内外の動向調査（報告書公開）
• 分野別から汎⽤メタデータへの変換の分野拡⼤

3. ⼤学間連携体制の整備
• 「研究データエコシステム東海コンソーシアム」の推進

（第3回東海地区学術データ基盤セミナー開催）
• 地域コンソーシアム間連携への展開

（AXIES2023 年次⼤会実⾏委員会企画）
31


